
モデル・コア・カリキュラムの策定及び改訂の経緯

平成１１年２月

２１世紀における医師・歯科医師の育成体制の在り方をまとめた「２１世紀医学・医療

懇談会第４次報告」が提言され、今後の医学・歯学教育改革を一層加速させるための積極

的かつ具体的な方策をまとめるために 「医学・歯学教育の在り方に関する調査研究協力、

者会議」が設置される。

平成１３年３月

「医学・歯学教育の在り方に関する調査研究協力者会議 （髙久史麿座長）において、医」

「医学教育モデル・コア・カリキュラ学・歯学に係る大学関係者自らによる検討を経て、

。ム」及び「歯学教育モデル・コア・カリキュラム」を策定

＜ポイント＞

近年の医学・歯学や生命科学の著しい進歩、医療を取り巻く社会的変化に対応して、医学部○

。・歯学部における教育の抜本的改善を目的に作成

医学部・歯学部の学生が、卒業○ ２１世紀における我が国の医学・歯学・医療の担い手となる

。時までに共通して修得すべき必須の基本となる教育内容と到達目標を提示

○ 各医科大学（医学部）や歯科大学（歯学部）が編成するカリキュラムの参考となるもの。

○ モデル・コア・カリキュラムの内容は、学生の履修時間数（単位数）の３分の２程度を目安

としており、残り３分の１程度は各大学が特色ある選択制カリキュラムを作成・実施。

○ 新しい教育の内容を、教員だけでなく学生や社会一般にも分かりやすい形で表示。

○ 生物学をはじめとする基礎科学については、別途「準備教育モデル・コア・カリキュラム」

として、医学・歯学共通の基本となる内容を提示。

平成１９年１２月

「医学・歯学教育の在り方に関する調査研究協力者会議」の報告を踏まえ、医学教育モ

デル・コア・カリキュラムおよび歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する恒久

的な組織（連絡調整委員会・専門研究委員会※）を設置し、当該委員会での検討を経て、

「 」地域保健・医療 腫瘍 医療安全等の観点から、 、 、 医学教育モデル・コア・カリキュラム

。及び「歯学教育モデル・コア・カリキュラム」を改訂

※連絡調整委員会：モデル・コア・カリキュラムの改訂内容を決定。

※専門研究委員会：各大学の実態等を踏まえ、改訂原案を作成。

＜ポイント＞

地域保健・医療、腫瘍、医療安全○ 「医学教育モデル・コア・カリキュラム」については、①

に関する学習内容の充実 「医師として求められる基本的な資質」についての記載や「地域、②

、③ 、④法医療臨床実習」に関する項目の新設 学部教育における研究の視点に係る記載の充実

制度、名称等の変更に伴う用語等の修正。

資料３
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「歯科医師として求められる基本的○ 「歯学教育モデル・コア・カリキュラム」については、

な資質」についての記載を新設 主とするなど、上記の医学教育に係る改訂と同様の観点から、

。してモデル・コア・カリキュラムの運用解釈を基本とした必要最小限の改訂

平成２３年２月

「医学教育カリキュラム検討会 （荒川正昭座長）及び「歯学教育の改善・充実に関する」

調査研究協力者会議 （江藤一洋座長）の提言を踏まえ、モデル・コア・カリキュラムの」

「医学教改訂に関する「連絡調整委員会」及び「専門研究委員会」における検討を経て、

。育モデル・コア・カリキュラム および 歯学教育モデル・コア・カリキュラム を改訂」 「 」

＜ポイント＞

○ 「医学教育モデル・コア・カリキュラム」

基本的診療能力の確実な習得(1)
・ 医師として求められる基本的な資質」の記載内容の修正。「
・臨床実習終了時までに到達すべき総合的な診療能力の基礎としての、知識、技能、態度に
関する目標を明確化。

地域の医療を担う意欲・使命感の向上(2)
・ 医師として求められる基本的な資質」に 「地域医療の向上に貢献する」旨を追加。「 、
・地域医療に関して、入学時から段階的・有機的に関連づけて実施することに効果的に体験
を蓄積していくことが必要であることを記載。

基礎と臨床の有機的連携による研究マインドの涵養(3)
・ 医師として求められる基本的な資質」に 「研究を遂行する意欲と基礎的素養を有する」「 、
ことを記載。

・ Ａ 基本事項」に「医学研究への志向の涵養」に係る項目を新設。「
・準備教育モデル・コア・カリキュラムと併せて位置づけてきた「生命現象の科学」につい
て、本カリキュラム中にも明確に位置づけ。

社会的ニーズへの対応(4)
①医師として普遍的に求められる資質の観点
②医療安全（患者および医療従事者の安全性確保）の観点
③患者中心のチーム医療（医療分野における多職種連携）の観点
④その他（少子高齢化、男女共同参画の促進）
に対応する観点から、モデル・コア・カリキュラム全体の量的抑制に留意しつつ、記載の充
実等を実施。

モデル・コア・カリキュラムの利便性向上等に係る対応(5)
・記載の簡略化等。

大学、学会等へ期待する事項(6)
・卒前の研究室配属などの学生時代から医学研究への志向を涵養する教育や、医療関係者以
外の方の声を聴くなどの授業方法の工夫など、各大学における特色ある取組の実施。

・より効果的な教育方法の確立に向けた、学会等における具体の教育手法や教材開発。
・今回の改訂の主眼である基本的臨床能力の習得のため、各大学・大学病院が、臨床実習に
参加する学生の適性と質を保証し、患者の安全とプライバシー保護に十分配慮した上で、
診療参加型臨床実習の一層の充実。

「医師として求められる基本的な資質」の見直しを行い、以下のとおりとした。※
（医師としての職責）
・豊かな人間性と生命の尊厳についての深い認識を有し、人の命と健康を守る医師としての
職責を自覚する。

（患者中心の視点）
・患者およびその家族の秘密を守り、医師の義務や医療倫理を遵守するとともに、患者の安

- 2 -



全を最優先し、常に患者中心の立場に立つ。
（コミュニケーション能力）
・医療内容を分かりやすく説明する等、患者やその家族との対話を通じて、良好な人間関係
を築くためのコミュニケーション能力を有する。

（チーム医療）
・医療チームの構成員として、相互の尊重のもとに適切な行動をとるとともに、後輩等に対
する指導を行う。

（総合的診療能力）
・統合された知識、技能、態度に基づき、全身を総合的に診療するための実践的能力を有す
る。

（地域医療）
・医療を巡る社会経済的動向を把握し、地域医療の向上に貢献するとともに、地域の保健・
医療・福祉・介護および行政等と連携協力する。

（医学研究への志向）
・医学・医療の進歩と改善に資するために研究を遂行する意欲と基礎的素養を有する。
（自己研鑽）

、 。・男女を問わずキャリアを継続させて 生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する

○ 「歯学教育モデル・コア・カリキュラム」

歯科医師として必要な臨床能力の確保(1)
・臨床実習終了時（卒業時）までに、到達すべき総合的な診療能力の基礎としての知識・技
能・態度に関する目標を明確化。

・診療参加型臨床実習の充実。
前提となる診療技能の向上・確保について学生が卒業時に到達すべき目標を明確化。

優れた歯科医師を養成する体系的な歯学教育の実施(2)
・ 歯科医師として求められる基本的な資質」の記載内容を修正。「
・幅広い歯学教育が行えるよう関連項目に係る記載内容の改善・充実。

未来の歯科医療を拓く研究者の養成(3)
学生の興味や将来の専門分野への志向に応じて、学生が自由に選択可能なプログラムを提供
すること、研究室配属等をとおした科学的・論理的思考の修得や基礎研究や臨床研究を実施
するため必要な基礎的訓練等、学部教育のあらゆる段階を通じて学生一人ひとりの研究志向
の涵養に努めるべきことを記載。

多様な社会的ニーズへの対応(4)
歯学教育に係る多様な社会的ニーズのうち、緊急性が高く、歯科の関与により社会への貢献
が大きいと考えられる内容について改訂。
①歯科医師として普遍的に求められる資質の観点

「 」モデル･コア・カリキュラム全体を包括した 歯科医師として求められる基本的な資質
として８つにまとめ冒頭に記載。

②医療安全（患者および医療従事者の安全性確保）の観点
院内感染を含む医療関連感染症、薬剤等の副作用、薬害等における医療安全に関わる
記載を充実。

③患者中心のチーム医療（医療分野における多職種連携）の観点
・チーム医療の記載を充実。
・歯科医師に必要な医学的知識を新設。

④その他
・大規模災害などにおける、歯科による個人識別を用いた被害者の迅速な特定や歯科
疾患の状況の把握および応急的対応を新設。

・小児虐待の兆候と対応を新設。

モデル・コア・カリキュラムの利便性向上等に係る対応(5)
①全体構成の工夫
「準備教育モデル・コア・カリキュラム」における専門領域に関連が深い「生命現象の科
学」の項目を統合して内容を整理。

②関連領域の整理
関連が深い従来の「Ａ 医の原則」と「Ｂ 歯科医師としての基本的な態度」を統合し、
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「Ａ 基本事項」とした。併せて、統合後の記載内容を見直し、項目数を削減。
③表記の調整
用語等については必要に応じて、適正な表記への修正や追加。

④旧モデル・コア・カリキュラムの臨床実習の量的配分の例示の取扱い。
例示の内容については、大学独自の判断で設定されるべきものであることから、今回の改
訂版からは削除。

「歯科医師として求められる基本的な資質」の見直しを行い、以下のとおりとした。※
（歯科医師としての職責）
・豊かな人間性と生命の尊厳についての深い認識を有し、口腔の健康を通じて人の命と生活を
守る歯科医師としての職責を自覚する。

（患者中心の視点）
・患者およびその家族の秘密を守り、歯科医師の義務や医療倫理を遵守するとともに、患者の
安全を最優先し、常に患者中心の立場に立つ。

（コミュニケーション能力）
・歯科医療の内容を分かりやすく説明するなど、患者やその家族との対話を通じて、良好な人
間関係を築くためのコミュニケーション能力を有する。

（チーム医療）
・医療チームの構成員として、相互の尊重のもとに適切な行動をとるとともに、後輩等に対す
る指導を行う。

（総合的診療能力）
・統合された知識、技能、態度に基づき、口腔のみならず、全身的、精神的、社会的状況に対
応可能な、総合的に診療するための実践的能力を有する。

（地域医療）
・医療を巡る社会経済的動向を把握し、地域医療の向上に貢献するとともに、地域の保健・医
療・福祉・介護および行政等と連携協力する。

（研究志向）
・歯科医学・医療の進歩と改善に資するために研究を遂行する意欲と基礎的素養を有する。
（自己研鑽）
・男女を問わずキャリアを継続させて、生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する。
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○学生が卒業時までに身に付けておくべき、必須の実践的診療能力（知識・技能・態度）に関する到達目標を明確化

○履修時間数（単位数）の３分の２程度を目安としたもの （残り３分の１程度は各大学が特色ある独自の選択的なカリキュラムを実施）

○冒頭に「医師として求められる基本的な資質」を記載、患者中心の医療および医療の安全性確保も明記

○医学の基礎となる基礎科学については、別途「準備教育モデル・コア・カリキュラム」として記載

医学教育モデル・コア・カリキュラム（H13.3策定、H19.12、H23.3改訂）（概要）

個体の構成と機能 病因と病態

個体の反応
Ｄ 人体各器官の

正常構造と機能､

病態､診断､治療

Ｅ 全身におよぶ

生理的変化､病態､

診断､治療

Ｆ診療の基本

基本的診療技能

症状・病態からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

基本的診療知識

Ｃ医学一般

（学生の履修時間数（単位数）の３分の２程度）

教養教育
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課題探求・解決と学習の在り方

医の原則

コミュニケーションとチーム医療

医療における安全性確保Ａ基本事項

社会・環境と健康Ｂ医学・医療と社会 地域医療 疫学と予防医学

生活習慣と疾病 保健、医療、福祉と介護の制度 診療情報 臨床研究と医療死と法
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診察の基本

診療科臨床実習
（内科系、外科系、救急医療）

診察法

基本的診療手技

地域医療臨床実習

選択的なカリキュラム（学生の履修時間数 (単位数）の３分の１程度）
※各大学が理念に照らして設置する独自のもの（学生が自主的に選択できるプログラムを含む）

物理現象と
物質の科学

情報の科学

人の行動
と心理

生命現象の科学(再掲)

生命現象
の科学

○全ての歯学部学生が卒業時までに共通して修得すべき必須の基本となる教育内容（一般目標）と到達目標を明記

○学生の履修時間数（単位数）の概ね６割程度を目安としたもの （残り４割程度には各大学が特色ある独自のカリキュラムを実施）

○冒頭に「歯科医師として求められる基本的な資質」を記載、患者中心の医療および医療の安全性確保も明記

○歯学の基礎となる基礎科学については、別途「準備教育モデル・コア・カリキュラム」として記載

歯学教育モデル・コア・カリキュラム（H13.3策定、H19.12、H23.3一部改訂）（概要）
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E F

補綴系実習
(Cr-Br・有床義歯）

保存系実習
（修復･歯内・歯周）

口腔外科系実習

地域医療

医療安全・感染予防

矯正歯科実習

生命現象
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患者の
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医の
倫理

歯科医師
の責務

インフォームド
コンセント

安全性への配慮
と危機管理

生涯学習-研究
マインドの涵養

A基本事項

B社会と歯学 B3予防と健康管理B1健康の概念 B2健康と社会、環境 B4疫学・保健医療統計

D１ 素材と器械・器具の所要性質

D２成形法と成形材料

各大学が理念に照らして設置する独自のカ リ キ ュ ラ ム
（学生が自主的に選択できるプログラムを含む 学生の履修時間数（単位数）の概ね４割程度 ）
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